
令和４年度 現職研修助成事業研修概要 

 

下関市立豊北小学校  

 

研修主題 

学びに向かう意欲の向上と自分の考えや思いを伝え合う子供の育成 

～一人ひとりが認め合い達成感が実感できる授業づくり～ 

 

１ はじめに 

本校のある豊北町内には８つの地区があり、11 年前までそれぞれの地区には１校ずつ

小学校があった。しかし、児童数の減少などから少しずつ統廃合が進み、令和２年度、豊

北町内の小学校は、「豊北小学校」の１校のみとなった。 

町内 1 小学校 1 中学校となった、豊北小学校と豊北中学校は、近い将来、小中一貫教

育校となる方針が下関市教育委員会から出されている。 

これを受け、３年前から小中一貫教育の研究に取り組み、研修主題も毎年小中学校で

協議し、小中学校で共通の研修テーマを設定し、研修を行っている。 

小中一貫教育について学校、家庭、地域がともに考え、よりよい教育の在り方について

研究していくことは、義務教育９年間を通した児童生徒のよりよい成長につながるだけ

でなく、学校と地域のつながり、保護者同士や保護者と地域とのつながりをさらに強め

ていくことにもつながっていくものと考えている。 

３年目の取組となる本年度は、様々な活動の深化・充実を図るとともに、グランドデザ

インの見直し、子育て支援資料の改訂を主なテーマとして取組を進めていくこととした。 

 

２ 具体的取組 

(1)６年生の中学校への乗り入れ授業の活性化 

   豊北小中学校の特色ある取組として、年間５回、６年

生が豊北中校舎で学習活動を行う取組がある。 

この取組の目的は 

◇６年生が早い時期に豊北中学校での生活体験する

ことを通して、中 1ギャップの解消を図る。 

◇小学生との交流を通して、中学生の主体性の伸   

長や寛容な心の醸成を図る。 

◇小学６年生の児童を小中教職員が同時に観察し、  

情報交換を行うことで、児童理解・生徒理解の推 

進を図る。 

◇小学校の授業の様子を中学校教員が気軽に参観し

たり、小中学校教員が一緒に授業を行なったりす

るなど、小学校教員と中学校教員との連携を深め

ることで、教員の資質・能力の向上を図る。 

   ことである。 

３年目を迎えた今年は、昨年度の子供たちの感想等を踏まえ、中学生の授業の様子

の参観や中学校の先生による授業、小中学生が交流する機会の企画など多くの改善が

図られ、より有効な取組となった。 

 



 (2) 小中地域連携カリキュラムの更新・九年間を見通した各教科のカリキュラムの作成 

令和２年度に小中地域連携カリキュラムを作成し、年度更新を行っている。このカ

リキュラムの特徴は活動名をクリックするとその活動で活躍いただける講師が表示

されその指導者による指導内容が表示されるようになっている。また、そこで作成が

必要となる依頼状や礼状の様式が表示されるようにしている。こうすることでカリキ

ュラムを作って終わりでなく、常に全教職員が活用し、更新されるカリキュラムとな

っている。 

さらに、昨年度から九年間を見通した各教科のカリキュラムの作成をはじめ、今年

度末に完成した。このカリキュラムを小中の教員が確認することにより学習内容の連

続性、系統性を意識した授業づくりが行われることを期待したい。 

 

 
 

(3)「7 年間で 7 地域を巡る遠足」の改善、実施 

学校運営協議会委員から「地元に小学校がなくな   

り、子供の声が聞こえなくなってさみしい」、「せっ    

かく豊北町内一小学校になったんだから豊北町全体 

をふるさとと思ってもらえたらいいね」という声が挙  

がった。 

そこで、令和３年度、その思いに応えようと豊北小  

中学校の教職員と運営協議会委員が中心となって、豊  

北町内の７つの地区を巡る遠足を企画、実行した。 

昨年度実施しての反省点は大きく 3点。 

① 二見地域を遠足コースに追加すること 



② 子ども達が主体となって地域の方々と交流する 

レクリエーションを企画すること 

③ ボランティアの方々の役割を明確にすること 

この反省点を改善するために学校運営協議会で２度  

協議を行った。二見地域の訪問は、二見饅頭の工場見学 

や夫婦岩に関する講話などを１年生の滝部コースに追 

加した。また、昼前後のレクリエーションタイムには、 

子ども達がボランティアの方々の名札を用意したり、 

一緒に楽しめるクイズを準備したりするなど、それぞ 

れの学年が工夫をこらして交流を図った。さらに、ボラ 

ンティアの方々には事前にその内容を伝え、役割を理 

解してから当日に臨んでもらった。 

今年度は昨年度の反省点の改善がしっかり図られ、深 

化・充実した実り多い遠足となった。 

 

 (4)小中共通のグランドデザインの見直し、策定 

小中共通のグランドデザインを策定してから３年が経過し、本年度は、小中学校の

教職員、学校運営協議会委員が協力して、このグランドデザインの見直しを行った。

「ふるさと愛を育てるためにはスモールステップのめあてが必要である」「タブレッ

トの導入に伴い家庭学習の方法にも変化が出てきている」などの意見を踏まえ、『小

中連携指標』や『共通して実践する取組』を修正した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(5)気になる児童の情報交換 

     年２回、小中の教職員が全員集まり、児童生徒の情報交  
換を行っている。このことは、連続性のある指導・支援、個  
に応じた、より適切な指導へつながっている。 

４ 



(6)子育て支援資料「笑顔と学び 未来を語る豊北の子」の改訂版の作成 

全国各地における少子化の急速な進行や子育てをめぐる厳しい現状の中、地域社会

が活性化に向かっていくためには、地域社会の宝である子どもたちの健全な「育ち」と

自発的な「学び」をしっかりと支援していくことが大切になってきている。 

そこで、小・中の学校運営協議会委員、こども園、豊北小学校、豊北中学校の教職員

が連携して、地域の子どもたちがよりよく育っていくための「子育て支援資料」を作成

し、豊北町内のこども園、小学校、中学校の全保護者等に配布する取組を行っている。 

   今年度は、３度目の改訂版の作成年に当たり、上記の委員、教職員が見直しを行い、

改訂版を作成した。 

この資料が、家族とのふれあいを通した子どもの基本的生活習慣の確立とそれを基

盤とした自主的な家庭学習の習慣化につながっていく一助になればと思っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 終わりに 

 以上のような取組を通して、幼保小中・保護者・地域の相互理解が深まり、12 年間を

見通した教育の体制づくりが少しずつで前進してきている。しかしながら、まだまだ改

善の余地がある。よりスムーズな小中一貫教育校としてのスタートが切れるように、幼

小中の教職員・保護者・地域が、グランドデザインを柱に、子育て支援資料をよりどころ

としながら、同じベクトルで教育活動が展開できるよう研修を重ねていきたいと考えて

いる。 


